
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

令和3年 4月 9日

日本共産党議員団

団長 渡部 寛一

会派名

代表者名

令和 2年度政務活動費収支報告書

南相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条 第 1項の規定に基づき、別紙のとお

り、令和 2年度政務活動費収支報告書を提出 します。
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別 紙

1 収入

令和 2年度政務活動費収支報告書

会派名  日本共産党議員団

(単位 :円 )

(単位 :円 )

2 支出

(注)1 備考欄 には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類 の写 しを添付す ること。

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 360,000

預  金  利  子

会 派 負 担 金

合    計 360,000

項 目 金 額 備 考

調査研究費

研修費

広報費 313, 065 市議会報告書新聞折 り込み

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 313,065

3 残金 46,935円



令和2年度 政務活動費 会計帳簿 会派名 日本共産党議員団

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高

2 4 30 政務活動費 360,000 360,000

5 9 折込料 (藤原新聞店) 23,760 336,240

5 9 折込料 (長富新聞店) 8,910 327,330

5 9 折込料 (石倉新聞店 ) 8,250 319,080

5 9 折込料 (鹿島新聞販売センター) 9,900 309,180

5 13 折込料(浪江新聞販売センタ
=小

高店〕 3,575 305,605

5 25 印刷代 102,000 203,605

10 24 折込料 (浪江新聞販売センター小高店) 3,850 199,755

10 30 折込料 (藤原新聞店 ) 23,760 175,995

10 30 折込料 (長富新聞店) 8,910 167,085

10 30 折込料 (石倉新聞店 ) 8,250 158,835

10 30 折込料 (鹿島新聞販売センター) 9,900 148,935

11 2 印刷代 102,000 46,935

360,000 313,065 46,935



会派名 :日 本共産党議員団

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・公聴費

□ 要請・陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成・購入費

国 人件費・事務所費

支出内容 議会報告書印刷、折込代

令和2年 5月 9日 、5月 13日 、5月 25日 、
10月 24日 、10月 30日 、11月 2日支出月日

313,065H支 出 額
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†
議
会
最
半

日
本
共
産
鬼

第41号

20201「
5月 10日 発行

日本共産党

南相馬市議団

渡 部 寛 ―
090-2993-1471

栗 村 文 夫

090-8851-6904

主
な
予
算
は

令
和
２
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算

５
４
●
億
７
３
●
３
万
３
千
円

３
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案

５４
件

（条
例
関
係

１５
件
、
予
算
関
係

２７
件
、
そ
の
他

１２
件
γ
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
被
災
地
域
農
業
復
興
総
合
支
援
事
業

（乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
）
２０
億
２
千
４３３
万
９
千
円

農
業
者
が
円
滑
に
営
農
を
再
開
す
る
環
境
を
構

築
す
る
た
め
、
小
高
区
に
お
い
て
乾
燥
調
製
貯
蔵
作

業
施
設
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
整
備

◆
市
民

一
体
感
醸
威
事
業

２
億
９
千
２８８
万
１
千
円

鹿
島
区
に
、
健
康
づ
く
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
と
真
野
川
親
水
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整
備

◆
台
湾
交
流
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
５６３
万
円

異
文
化

へ
の
理
解
と
国
際
感
覚
を
醸
成
す
る
た

め
、
台
湾
と
の
国
際
交
流
を
実
施

◆
被
災
者
支
援
団
体
活
動
事
業
補
助
金

‐
　

５
千
‐６５

万
３
千
円

被
災
者
の
心
身
の
健
康
や
孤
立
の
防
止
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
等
の
被
災
者

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活

動
に
取
り
組
む
団
体
に
対
し
補
助
金
を
交
付

◆
定
額
タ
ク
シ
ー
事
業
　
　
　
　
　
２
千
７５０
万
円

タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
定
額
で
分
か
り
や
す
い

料
金
体
系

（
６００
円
と
９００
円
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

◆
集
会
施
設
整
備
事
業
補
助
金

（小
高
区
）
‐００
万
円
、
（鹿
島
区
）
７８８
万
５
千
円
、

（原
町
区
）
４
千

‐５６
万
６
千
円

活
力
と
魅
力
あ
る
行
政
区
の
維
持
及
び
活
性
化

の
た
め
、
集
会
施
設
等
の
新
築
・
改
修
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
に
必
要
な
備
品
の
整
備
を
行
う
行

政
区
に
対
し
補
助
金
を
交
付

◆
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
事
業

２
千
‐２３
万
円

市
民
の
健
康
増
進
と
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
た
め
の
大
規
模
改
修

（空
欄
設
備
更
新
、

ア
リ
ー
ナ
照
明
動
化
等
）

◆
防
災
行
政
無
線
整
備
推
進
事
業
　
３
千
‐１３
万
円

防
災
行
政
無
線
の
機
能
を
強
化
し
、
災
害
時
に

お
け
る
住
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
の
充
実
を
図
る

（音
達
エ
リ
ア
調
査
の
実
施
、
デ
ジ
タ
ル
波
戸
別

受
信
機
の
導
入
、
自
動
応
答
装
置
の
導
入
）

◆
南
相
馬
市
東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る
被
災
者
に

対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料
の

減
免
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
等
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
令

和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保
険
料

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

ｏ
南
相
馬
市
営
住
宅
条
例
及
び
南
相
馬
市
定
住
促

進
住
宅
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
の
保

証
限
度
額
を
定
め
る
ほ
か
、
必
要
な
改
正
を
行
う

ｏ
南
相
馬
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

票村文夫

主
な
条
例
は

４
月
２４
日
に
臨
時
議
会

が
開
か
れ
、
全
議
案

が

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

今
回
の
臨
時
議
会
は
新
型
コ
ロ
す
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
補
正
予
算
が
主
と
し
て
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
令
和
２
年
５
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
３‐

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
市
長
の
給
料
の
減
額

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
の
被
害
を

受
け
た
方
々
に
対
す
る
平
成

２３
年
度
以
降
の
国

民
健
康
保
険
税
並
び
に
介
護
保
険
料
の
減
免
誤

り
に
関
し
、
市
長
の
給
料
月
額
の
１０
分
の
１
を

減
額
す
る
も
の

◆
南
相
罵
市
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条

傷
制
定
に
つ
い
て

◆
南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令

和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
も
の

◆
令
和
２
年
度
南
相
馬
市

一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
市
内

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
、
感
染
拡
大
予
防
と
市

民
生
活
や
経
済

へ
の
影
響
緩
和
を
図
る
た
め
、

緊
急
に
措
置
す
べ
き
予
算
を
計
上
す
る
も
の

ｏ
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

小
高
区
こ
ど
も
の
遊
び
場
建
設
建
築
主
体
工

事

（工
期
令
和
３
年
２
月
２６
日
ま
で
ｏ

（株
）

中
里
工
務
店

一
金
額
３
億
９
千
４９０
万
円
）

ｏ
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

固
定
資
産
の
評
価
に
関
す
る
知
′譲

及
び
経
験

を
有
す
る
者
と
し
て
、
総
務
部
長
の
新
田
正
英

氏
を
選
任

発熱や僣怠薔、味覚障害・嗅覚障

害等の通常とは違う症状が寝れた

方は、直捜医療機口を受惨せずに

必ず、かかりつけ医または、

発熱薔トリアージ外来

0244…22-3185

帰口者・捜触者センター

0120‥ 567… 747

に電籠で相餞して下さい.

４
月
補
正
予
算
の
概
要

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
、
繰
入
金

を
計
上
。
補
正
額
３
億

９８‐
万
６
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
総
額
は
５４９
億

８
千
３４４
万
９
千
円
と
な
っ
た
。

日
の
「新
ヨ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
●
染
症
緊

急
経
済
対
策
」
に
基
づ
く
緊
急
的
対
応

◆
特
別
定
額
給
付
金
綸
付
準
備
事
業

◆
児
童
手
当
支
給
事
業

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
！
管
理
運
営
事
業

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

◆
一
時
預
か
り
事
業

市
の
緊
急
的
対
応
（感
染
拡
大
防
止
と
地

域
医
療
体
■
の
菫
口
）

◆
感
染
症
予
防
事
業

◆
発
熱
等
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
開
設
事
業

そ
の
他
緊
急
的
対
応

（緊
急
経
済
対
策
）

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
雇
用
調

整
助
成
金

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
雇
用
支

援
制
度
相
談
事
業

◆
基
盤
技
術
産
業
高
度
化
支
援
事
業
補
助
金

ｏ
ロ
ボ
ツ
ト
導
入
促
進
事
業
補
助
金

◆
中
小
企
業
販
路
拡
大
支
援
事
業
補
助
金

ｏ
ロ
ボ
ツ
ト
実
証
実
験
支
援
事
業
助
成
金

3月 定 例 議 会 報 告

4月 臨 時 議 会 報 告



渡
部
寛

一
の
一
般
質
問
報
告

多
核
種
除
去

東
日
本
大
震
災

政
府
追
悼
式
に
つ
い
て

【質
問
】

東
日
本
大
震
災
政
府
追

悼
式
を
来
年
限
り
で
打
ち
切
る
こ

と
に
し
た
こ
と
は
、
大
震
災
原
子
カ

発
電
所
事
故
を
終
わ

つ
た
も
の
と

し
て
切
り
捨
て
る
こ
と
で
あ
り
、
再

建
復
興
道
半
ば
の
南
相
馬
市
と
し

て
、
南
相
馬
市
民
と
し
て
許
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

南
相
馬
市
は
、

南
相
馬
市
長

は
こ
の
許
さ

れ
な
い
と
の

姿
勢
を
示
し
、

政
府
に
迫
る

べ
き
で
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
実
態
と
市
長
の

姿
勢
を
国
内
外
に
広
く
知
ら
し
め

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

【答
弁

市̈
長
】

東
日
本
大
量
災
に

よ
り
多
く
の
尊
い
命
を
失

っ
た
南

相
馬
市
は
、
復
興
道
半
ば
で
あ
り
、

今
後
も
市
主
催
で
継
続
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
日
、
政
府
主
催
の
追
悼
式

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
市
と
し

て
も
政
府
主
催
の
追
悼
式
の
終
了

に
よ
り
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電

力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
が
風
化
し
、
国
民
の
関
心
が
薄
ま

る
こ
と
を
懸
念
し
て
お
り
ま
す
が
、

政
府
に
は
震
災
と
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
の
復
興
が
よ
り
進
展
す

る
よ
う
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

設
備
等
処
理
水
の

処
分
方
法
に
つ
い
て

【質
問
】

タ
ン
ク
に
長
期
保
管
を

し
、
そ
の
間
新
た
な
汚
染
水
処
理
装

置
の
開
発
な
ど
に
全
力
を
挙
げ
る

な
ど
手
立
て
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。

高
濃
度
ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
水
で

薄
め
て
海
に
捨
て
る
な
ど
と
ん
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
汚

染
水
を
海
洋
放
出
す
る
方
向
に
傾

い
て
い
る
こ
と
に
、
南
相
馬
市
長
と

し
て
許
さ
な
い
姿
勢
を
示
す
べ
き

で
す
。

【答
弁

復̈
興
企
画
部
長
】

国
は
そ

の
責
任
に
お
い
て
将
来
に
向
け
て

安
全
で
、
安
心
で
き
る
対
応
を
講
じ

る
べ
き
だ
と
現
在
強
く
考
え
て
お

り
ま
す
。

【答
弁

市̈
長
】

処
理
水
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
保
管
場
所
の
増
な

ど
も
含
め
て
新
た
な
手
段
方
法
に

全
力
を
挙
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
よ
う
に
要

望
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
上
で
こ
れ
し
か
手
段
が
な

い
ん
だ
と
す
れ
ば
、
国
が
責
任
を
も

っ
て
そ
の
安
全
性
を
担
保
す
る
し

ま
た
そ
の
影
響
に
つ
い
て
も
対
応

し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に

要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と

考
え
て
お
り

ま
す
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

事
前
配
布
に
つ
い
て

【質
問
】

２
月
５
日
に
小
泉
環
境

大
臣
は
記
者
会
見
で
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
か
ら
３０
キ
ロ
メ
！
ト
ル
ロ
内

で
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に

し
た
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

南
相
馬
市
は
速
や
か
に
全
市
民

に
対
し
て
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
布
を
実
現
す
べ
き
で
す
。

【答
弁

復̈
興
企
画
部
長
】

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
は
３０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ロ

内
で
の
事
前
配
布
は
、
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
国
内
と
同
様
に
予
防
的
な
即

時
避
難
を
実
施
す
る
可
能
性
が
あ

る
地
域
や
、
選
難
途
中
に
学
校
や
公

民
館
等
の
配
布
場
所
で
安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
受
け
取
る
こ
と
が
困
難
と

想
定
さ
れ
る
地
域
等
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
が
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の

事
前
配
布
を
必
要
と
判
断
す
る
場

合
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
共
施
設

及
び
学
校
等
に
分
散
配
備
を
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
事
前
配
布
が

可
能
か
ど
う
か
、
本
市
で
の
課
題
等

を
整
理
し
、
専
門
家
や
福
島
県
等
と

相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

′

1.′貧.´
燕
ｒ
椰
棚
理

栗
村
文
夫
の
一

日市賄踊亜獅暉雪啄ず
教
員

【質
問
】

平
成
”
年
度
か
ら

一
般

競
争
入
札
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

福
島
県
で
は
翻
年
か
ら

一
般
競

争
入
札
に
切
り
替
え
て
お
り
ま
す
。

電
力
の
小
売
り
全
面
自
由
化
か

ら
間
も
な
く
４
年
が
経
過
し
ま
す

が
、
調
達
方
法
の
見
直
し
に
よ
っ
て

は
経
費
の
大
き
な
縮
減
に
効
果
的

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
電
力
の
調
達
方
法
の
見
直
し

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【答
弁

総̈
務
部
長
】

電
力
自
由
化

に
伴
う
新
電
力
制
度
に
つ
い
て
は
、

東
北
電
力
株
式
会
社
な
ど
既
存
の

事
業
者
に
加
え
て
、
新
規
参
入
業
者

も
電
力
販
売
が
で
き
る
た
め
、
競
争

入
札
ま
た
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
に
よ
り
価
格
競
争
が
働
き
、

市
有
施
設
の
電
気
料
縮
減
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

一
方
、
電
力
供
給
に
つ
い
て
は
、

安
定
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
と
し
ま
し
て
は
、

既
に
新
電
力
事
業
者
を
活
用
し
て

お
り
ま
す
他
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
、
経
費
の
縮
滅
、
安
定
供
給
の

効
果
を
検

討
し
て
ま

い
る
考
え

で
ご
ざ
い

ま
す
。

【質
問
】

市
内
小
中
学
校
の
時
間

外
勤
務
の
状
況
ヽ
平
成
３０
年
度
、
小

学
校
で
は
年
間
で
約
３８９
時
間
、
中
学

校
で
は
約
爛
時
間
、あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
働
き
方
改
革

推
進
の
た
め
に
統
合
型
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
勧
め
て
お
り

ま
す
。

成
績
処
理
や
出
欠
管
理
や
健
康

診
断
、
学
籍
関
係
や
学
校
の
事
務
、

様
々
な
も
の
を
統
合
し
て
業
務
効

率
化
を
図
る
シ
ス
テ
ム
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。
南
相
馬
市
も
、
早
急
に

導
入
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解

を
伺
い
ま
す
。

【答
弁

教̈
育
長
】

お
た
だ
し
の
統

合
型
校
務
運
営
支
援
シ
ス
テ
ム
に

っ
い
て
は
、
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て

い
る
と
私
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
来
年
度
か
ら
県
立
学
校

に
導
入
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
使
え

る
ま
ず
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

事
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
使
え

る
環
境
を
整
え
て
か
ら
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【質
問
】
昨
年
１２
月
、
公
立
学
校
の

教
員
の
労
働
時
間
を
１
年
単
位
で

計
画
管
理
す
る
変
形
労
働
時
間
制

を
盛
り
込
ん
だ
改
正
教
職
員
給
与

特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
。
令
和
３

年
度
か
ら
の
導
入
が
可
能
と
な
る
。

文
部
科
学
大
臣
は
、
夏
休
み
の
ま

と
め
取
り
が
進
む
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
た
が
、
そ
の
一
方
、
こ
の
制
度

自
体
に
業
務
削
減
の
効
果
は
な
い

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
、
現
職
の
教
員
が
こ

れ
の
撤
回
を
求
め
る
署
名
を
開
始

し
３
週
間
で
３
万
筆
が
集
ま
る
な

ど
、
現
場
か
ら
大
き
な
反
対
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中
で
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す

が
、
市
の
考
え
を
何
い
ま
す
。

【答
弁

教̈
育
長
】

現
在
、
国
そ
の

省
令
等
を
設
定
し
て
お
り
ま
す
し
、

指
針
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
に
、
細
か
い
部
分
で
は
っ

き
り
し
な
い
点
が
あ
る
と
い
う
の

も
事
実
だ
と
私
も
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
辺
を
十
分
検
討
し
な
が

ら
、
市
と
し
て
ど
う
す
る
か
今
後
考

え
て
ま
い
り
た
い
。

般
質
問
報
告

の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

市役所
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主
な
補
正
予
算
は

２
０
２
０
年
度
９
月
補
正
予
算

１
７
億
２
千
９
４
３
万
円
を
追
加

９
月
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
た
の
は
議
案

３４
件
、
報
告
２
件
で
し
た
。

条
例
、
補
正
予
算
、
そ
の
他
は
全
て
可
決
さ
れ
、

決
算
認
定
関
係
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

・
補
正
予
算
で
は
復
興

。
再
生
に
向
け
直
面
す
る
課
題

へ
の
対
応
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
伴
う
対
応
な
ど
、
緊
急
に
対
応
を
要
す
る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

票村文夫

南
相

馬

市
復

興
総
合

計

画

の
取
組

【
旧
避
難
指
示
区
域
の
再
生
】

・
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
事
業
　
　
２
千
４５
万
円

・鳥
獣
被
害
防
止
緊
急
対
策
事
業
　
　
千
５８３
万
円

・
農
山
村
地
域
復
興
基
盤
総
合
整
備
事
業
負
担
金

３６０
万
円

・
小
高
東
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業千

８５０
万
円

。
公
立
学
校
適
正
化
推
進
事
業

（学
校
教
育
課
）

８５０
万
円

。
公
立
学
校
適
正
化
推
進
事
業

（教
育
総
務
課
）

四
万
円

【福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を

核
と
し
た
新
産
業
創
出
と
人
材
誘
導
】

・
基
盤
技
術
産
業
高
度
化
支
援
事
業
補
助
金

４
千
獅
万
円

【
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
】

・学
生
生
活
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

４
千
５９
万
円

・統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

‐９５
万
円

【
一
円
融
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
】

・
集
会
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
　
　
千
２７６
万
円

。
市
民

一
体
感
醸
成
事
業
　
　
　
　
４
千
９６７
万
円

【
そ
の
他
の
緊
急
的
対
応
】

・
総
務
管
理

一
般
経
費

総
務
課
　
　
　
　
５０
万
円

。生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
　
　
　
　
‐２７
万
円

・
水
田
農
集
改
革
支
援
事
業
補
助
金
　
　
４６２
万
円

・
農
集
水
路
等
長
寿
命
化

・
防
災
滅
災
事
業

１
億
５
千
３５６
万
円

・
農
業
水
利
施
設
等
保
全
再
生
事
業

２
千
８２２
万
円

。
営
農
再
開
支
援
水
利
施
設
等
保
全
事
業

７
千
３６３
万
円

。
復
旧
・
復
興
関
連
道
路
補
修
事
業

３
千
ｍ
万
円

・
消
火
栓
管
理
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
‐６５
万
円

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に

対
す
る
緊
急
対
応
策

【感
染
防
止
対
策
】

・
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業
　
　
　
　
卿
万
円

・
発
熱
等
ト
リ
ア
ー
ジ
外
来
開
設
事
業
　
６４０
万
円

・
介
護
慰
労
金
給
付
事
業
（高
松
ホ
ー
ム
）
榊
万
円

。
小
学
校
管
理
運
営
事
業
　
　
　
　
　
　
５６
万
円

。
中
学
校
管
理
運
営
事
業
　
　
　
　
　
　
２３
万
円

【市
民
向
け
対
策
】

・
敬
老
記
念
品
等
支
給
事
業
　
　
　
４
千
６‐７
万
円

・
南
相
馬
市
弔
慰
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

自
治
功
労
者
・職
員
等
が
逝
去
し
た
と
き
に
市

が
行
う
弔
慰
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
。

・
南
相
馬
市
健
康
づ
く
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
条
例
制
定
に
つ
い
て

南
相
馬
市
健
康
づ
く
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
た
め
。

・
令
和
２
年
１０
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
１２
月
３‐

日
ま
で
の
間
に
お
け
る
市
長
の
給
料
の
減
額

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
災
害
対
応
に
当
た
っ

て
い
た
職
員
が
帰
宅
途
中
に
被
災
し
、
尊
い
生
命

を
失
つ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
令
和
２
年
１０

月

１

日

か

ら

１２

月

３‐

日

ま

で

の
３
か

月

間

、
市

長

の
給
料
月
額
の
１０
分
の
１
を
減
額
す
る
た
め
。

・
南
相
馬
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
処
す
る
た
め

の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
を
新
た
に
定
め
る
た
め
。

主
な
条
例
は

トレーニングルーム利用料急単位:円 )

市内に住所

を有する者

(住所を有し

ない者は15
倍の料金)

1回券

中学生 200

18歳未満及び高校生 300

18歳以上 500

回数券

(12回 )

中学生 2,000

18歳未満及び高校生 3,000

18歳以上 5,000

回数券

(24回 )

中学生 3,600

18歳未満及び高校生 5,400

18歳以上 9,000

南相馬市健康づくリトレー■ングセンター
(鹿島区鹿島字北千倉24番地の1令和3年4月 1日施行)

発熱や僣怠感、味覚障害・嗅覚障

害等の通常とは違う症状が寝れた

方は、直接医療機目を受惨せずに

必ず、かかりつけ目または、

発熱尋トリアージ外来

0244… 22-3185

帰目者・繊触者相餞センター

0120-567-747

に電話で相談して下さい。

【南相層市の新型コロナウイルス感染症の状況】
・南相馬市では、4月 1日から25日 の間に14人、9月 1日から19日 の間に 14人、

合計28人の感染が確認されました。(10月 20日時点)

【冬期のウイルス感染症】
・毎年、冬になるとインフルエンザなどのウイルス感染症が流行します。

湿度と気温の低下により、ウイルスが浮遊しやすくなり、また生存期間も長くなります。
,

また、温度と気温の低下は、人間の免疫力も低下させます。

【ウイルス感染症の予防策を忘れずに】
・寒い季節は水分の摂取量が少なくなり、気道からウイルスが侵入しやすくなります。ま

た、人間は体温が 1℃下がると、免疫力が30%下がるといわれています。

・手洗い、うがい、マスク、咳エチケットを忘れずにしましょう。

・湿度50～ 60%、 室温22～ 26℃を目安にしながら、必ず換気もしましよう。

・外出時には飲み物を携帯し、こまめにしつかりと水分補給をしましよう。

9月 議 会 報 告
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Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

実

施

体

制

整

備

を

！

目
昌
昌
　
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
県

民
に
対
す
る
対
応
に
は
、
手
が
差
し

伸
べ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
市
民

へ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
日
・県
に
強
く
求
め

る
こ
と
は
当
然
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
当
面
、
南
相
馬
市
と
し
て
先
行

し
て
で
も
対
策
を
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

南
相
馬
市
の
責
任
で
医
療
機
関
、

介
護
福
祉
施
設
、
保
育
日
、
幼
稚

園
、
学
校
等
、
集
団
感
染
に
よ
る
リ

ス
ク
が
高
い
職
員
な
ど
へ
の
定
期
的

検
査
を
速
や
か
に
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

【答
弁

復̈
興
企
口
都
理
事
】

国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
今
後
の
取
組
を
見
ま
す
と
、
感

染
拡
大
地
域
等
に
お
け
る
医
療
機

関
や
高
齢
者
施
設
等
に
勤
務
す
る

方
全
員
を
対
象
と
し
た
定
期
的
な

検
査
の
実
施
な
ど
、
検
査
体
制
の
抜

本
的
な
拡
充
の
方
針
が
新
た
に
示

さ
れ
ま
し
た
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
の
動
向

を
注
視
し
、
関
係
機
関
と
連
携
の

上
、
検
査
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん

て
い
く
と
い
つ
考
え

で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
ｅ
ま
ち
タ
ク
シ
…
」

の
復
活
と
全
市

で

の

実

施

を

！

【質
問
】
　

み
な
タ
ク
、
安
い
料
金

で
利
用
で
き
る

一
方
で
、
利
便
性
に

欠
け
る
問
題
が
あ
る
。

第
１
に
、
ど
こ
に
で
も
行
け
る
こ

と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

第
２
に
、
帰
宅
時
に
は
定
め
ら
れ

た
施
設
以
外
か
ら
は
乗
車
で
き
な

い
。第

３
に
、
鹿
島
区
は
必
ず
し
も
区

内
で
の
自
己
完
結
は
で
き
な
い
住
民

が
少
な
か
ら
ず
お
る
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
皆
さ
ん
で
知
恵

と
力
を
出
し
合
っ
て
、
解
決
し
て
い

き
ま
し
よ
う
よ
ｏ

【答
弁

復̈
翼
企
田
部
長
兼
原
町
区

役
所
長
】

原
町
区
及
び
鹿
島
区
に

お
け
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
い
タ
ク
シ

ト
の
運
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で
、
移
動
手

段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
足
を
確

保
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
誰
が
事
業
者
に
な
る
の

か
、
ま
た
、
通
常
タ
ク
シ
ー
営
業
の

減
収
に
つ
な
が
る
懸
念
を
示
す
タ
ク

シ
ー
事
業
者
と
の
調
整
な
ど
、
課
題

も
あ
り
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
当
面
、
原
町
区
、

鹿
島
区
に
つ
き
ま
し
て
は
定
額
タ
ク

シ
ー
み
な
タ
ク
に
よ
り
市
民
の
移
動

手
段
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
タ
ク

シ
ー
事
業
者
と
の
調
整
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ナ
ラ
枯
れ対

策
に
つ
い
て

目
晶
昌
　
当
面
す
る
深
刻
な
問
題

は
、
道
路
や
住
宅
地
に
隣
接
を
す

る
、
接
し
て
い
る
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た

危
険
木
の
処
理
を
ど
う
す
る
か
で

す
。場

合
に
よ
っ
て
は
、
生
死
に
関
わ

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で

す
か
ら
、
市
と
し
て
も
き
ち
ん
と
し

た
対
策
や
指
導
が
必
要
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
対
策
・指
導
を
取
っ

て
い
こ
う
と
し
て
お
る
の
か
、
取
っ
て

お
ら
れ
る
の
か
何
う
。

【答
弁

経̈
済
部
農
林
水
産
担
当
理

事
】

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
被

害
木
よ
り
飛
び
出
し
て
い
く
と
、
朽

ち
木
と
な
っ
て
偶
木
の
お
そ
れ
が
ご

ざ
い
ま
す
。

行
政
区
長
や
市
民
の
方
よ
り
情

報
提
供
が
あ
っ
た
際
に
は
、
現
地
を

確
認
し
、
住
宅
や
道
路
に
危
険
を
及

ぼ
す
場
合
は
市
が
速
や
か
に
伐
側
処

理
を
行
い
、
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

栗
村
文
夫
の
一

有
害
鳥
獣
の

生
息
状
況
に
つ
い
て

【質
問
】

原
発
事
故
に
よ
り
居
住

者
が
少
な
く
な
っ
た
小
高
区
で
の
有

害
鳥
獣
の
増
加
は
著
し
い
も
の
が
あ

り
、
捕
獲
数
も
か
な
り
増
え
た
と
認

識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
徐
々
に
原
町
区
の
よ
う

な
、
人
が
多
く
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
も
日
撃
が
増
え
て
い
る
。

市
と
し
て
、
現
有
害
鳥
獣
の
生
息

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
ど

う
い
っ
た
変
化
の
傾
向
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁

経̈
済
部
農
林
水
庄
担
当
理

事
】
　

現
在
市
で
は
有
害
鳥
獣
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
捕
獲
場
所
等
の
デ
ー

タ
を
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

開
す
る
こ
と
で
、
生
息
状
況
の
見
え

る
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る
目
撃

情
報
を
踏
ま
え
る
と
、
農
地
だ
け
で

な
く
生
活
日
に
ま
で
活
動
域
が
広

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。市

と
し
て
は
、
引
き
続
き
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
年
ご
と
の
変

化
等
を
把
握
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【質
同
】
　

現
在
、
市
民
か
ら
の
情

報
収
集
と
い
う
部
分
に
お
い
て
は
、

「市
で
は
有
害
鳥
獣
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
掲
載
す
る
情
報
を
集
め
て
い
ま

す
、
対
像
の
野
生
動
物
を
目
撃
し
た

際
な
ど
は
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
」と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
情
報
提
供
の
方
法
は
、

小
高
区
、
鹿
島
区
、
原
町
区
の
役
所

の
窓
口
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
な
か
な
か
情
報
が
集
ま

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

傾
向
の
分
析
や
対
策
の
立
案
の
た

め
に
は
、
情
報
は
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
い
い
わ
け
で
、
役
所
の
窓
口，
に
行

か
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
形
で
市
民

か
ら
よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方
法
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

【書
弁

経̈
済
部
農
林
水
産
担
当
理

事
】
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
の
機

能
は
、
情
報
の
蓄
積
に
よ
り
発
揮
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
引
き
続
き
当
該
ハ

ザ
！
ド
マ
ッ
プ
の
存
在
に
つ
い
て
市

民
へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
フ
ァ

ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
り
情
報

提
供
い
た
だ
く
方
法
を
加
え
る
こ
と

も
検
討
し
、
情
報
量
の
確
保
に
努
め

て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

農
地
以
外
で
の

対

策

に

つ
い

て

【質
問
】

有
害
鳥
獣
問
題
を
扱
っ

て
い
る
の
は
農
政
課
だ
け
で
、
業
務

に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
「農
地
及
び

農
産
物
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
関
す

る
こ
と
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

厳
密
に
い
え
ば
、
家
庭
菜
園
は
農

地
以
外
の
部
分
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
実
際
に
は
ど
こ
に
も
担
当
部
署

が
存
在
し
な
い
。

私
と
し
て
は
農
地
以
外
で
の
対
応

を
農
政
課
が
行
お
う
が
、
他
の
部
署

が
行
お
う
が
、
そ
れ
は
ど
ち
ら
で
も

よ
い
こ
と
で
、
市
民
目
線
か
ら
す
れ

ば
、
現
に
住
宅
市
街
地
で
起
こ
っ
て

い
る
被
害
や
問
題
を
何
と
か
解
決
し

て
ほ
し
い
と
い
・２
」と
な
の
で
す
。

今
ま
で
見
逃
し
て
し
ま
っ
て
い
た

部
分
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ど
の
よ
う
に
市
と
し
て
解
決
す
る

考
え
な
の
か
何
う
。

【答
弁
¨
市
長
】
近
年
、
特
に
町
な

か
ま
で
増
え
て
い
る
。

現
実
的
に
は
農
政
課
で
小
動
物

の
駆
除
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
充

実
し
て
ま
い
り
た
い
。

そ
の
上
で
駆
除
の
場
所
、
担
当
部

署
を
明
確
に
と
い
う
御
提
言
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
事
務
分
掌

の
見
直
し
等
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

市
民
に
分
か
り
や
す
く
と
い
う
こ
と

で
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

般
質
問
報
告


